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1
2
3
4 ※掲載内容は2011年7月時点の予定であり、変更する場合がありますので予めご了承下さい。

名　　　　称  ：  INTERMOLD 2012（第23回金型加工技術展）
 金型展2012
会　　　　期  ：  2012年4月18日（水）～21日（土）
開 場 時 間  ： 10：00～17：00
会　　　　場  ：  インテックス大阪（〒559-0034 大阪市住之江区南港北1-5-102）
主　　　　催  ： 社団法人日本金型工業会・テレビ大阪
運　　　　営  ： インターモールド振興会（株式会社アイ・ティ・ピー内）
後　　　　援  ： 経済産業省　外務省　大阪府　大阪市　独立行政法人日本貿易振興機構　大阪商工会議所　日本経済新聞社
        　　　　　（順不同／申請予定　※INTERMOLDのみ）
協　　　　賛  ： 社団法人日本工作機械工業会、一般社団法人日本鍛圧機械工業会、日本工作機械輸入協会、社団法人日本金属プレス工業協会、
　　　　　　　 日本小型工作機械工業会、日本工具工業会、超硬工具協会、社団法人日本鍛造協会、社団法人日本工作機器工業会、
　　　　　　　 日本精密測定機器工業会、日本光学測定機工業会、ダイヤモンド工業協会、型技術協会、日本プラスチック機械工業会、
　　　　　　　 社団法人日本ダイカスト協会、RP産業協会、社団法人日本塑性加工学会、一般社団法人日本機械学会、公益社団法人精密工学会、
　　　　　　　 社団法人日本自動車部品工業会 （順不同／申請予定　※INTERMOLDのみ）
公 式 サ イト  ：  http://intermold.jp
前回大阪展来場者数  ： 40,283人 (INTERMOLD/金型展/金属プレス加工技術展［2010年］の合計)
予想来場者数  ： 45,000人（併催展を含む）
入 場 料  ： 1，000円（招待券持参者および事前来場登録者は無料）
併 催 企 画  ： 「基調講演」「出展者によるプレゼンテーションセミナー」
　　　　　　　 「主催者セミナー」「部品加工技術フェア」ほか
併 催 展  ： 金属プレス加工技術展2012

開催概要

※電気使用料金は別途出展者の負担となります。
※受付カウンター、パイプイスは小間数にかかわらず1台（脚）のみ装備されます。
※角小間の場合は通路に面する側壁は設置されません。

〒540-0008　大阪市中央区大手前1-2-15　株式会社アイ・ティ・ピー内
TEL：06-6944-9911　FAX：06-6944-9912

出展料金

Aタイプ種別 Bタイプ

一般
336,000円（税込）
320,000円（出展料金）＋
16,000円（消費税）

409,500円（税込）
390,000円（出展料金）＋
19,500円（消費税）

315,000円（税込）
300,000円（出展料金）＋
15,000円（消費税）

社団法人日本金社団法人日本金型工業会正会員のみ適用工業会正会員のみ適用社団法人日本金型工業会正会員のみ適用

388,500円（税込）
370,000円（出展料金）＋
18,500円（消費税）会員

出展申込数は1小間を単位とします。2小間以上の小間を申し込む場合、
AタイプとBタイプを混在して申し込むことはできません。

【Ｂタイプ設備内容】（1小間あたり）

〈Bタイプ参考例〉

小間仕切りのパネルなどは一切装備されません。

小間の大きさ ： 間口約3ｍ×奥行約3ｍ×高さ2.7ｍ（約9㎡）
形態 ： 単列または複列を選択
（※複列は4小間以上の出展に限ります）

●後壁（バック）、側壁（間仕切り）、パラペット　
●カーペット　
●社名文字（青色／角ゴシック体／15文字以内）　
●受付カウンター（1台）　●パイプイス（1脚）　
●スポットライト（2灯）　●蛍光灯（2灯）　
●コンセント（300W／1個）　
●上記電気設備に関する幹線工事費用

出展申込書に必要事項をご記入・ご捺印の上、下記提出先に郵送、または
FAXでお申し込みください。なお、初めて出展する場合は、会社案内およ
び出展製品のカタログを必ず郵送してください。

出展申込書裏面に主な出展規程を記載しておりますので、内容を確認・ご
承諾のうえ、お申し込みください。また、出展申込書を郵送される場合は、
必ず控えを出展者にて保管してください。

出展内容が本展開催趣旨・目的に沿わない場合は、出展受付を保留また
はお断りすることがありますのでご了承ください。
詳細は事務局までお問い合わせください。

インターモールド振興会

申込締切日

支 払 期 日

2011年11月30日（水）
※但し、満小間になり次第締切ります。

2011年12月26日（月）
※事務局からの請求により、出展料金全額を指定の
　銀行口座にお振込みください。

Ａタイプ（スペースのみ）

ユニット･システムブースによる基本装備に電気設備と備品が装備されます。
Ｂタイプ（基本装備・設備付き）

※郵送またはFAXにてお申し込み下さい。

株式会社ABCDE

コンセント

社団法人日本金型工業会正会員のみ適用

出展対象製品・サービス/主要スケジュール（予定）開催概要/開催概要/出展規程/申込方法出展規程/申込方法開催概要/出展規程/申込方法

　　　　　 　 「主催者セミナー
併 催 展  ： 金属プレス加工技

出展料金

Aタイプ種別

出展規程

形態  単列または複列を選択
（※複列は4小間以上の出展に限ります）

出展申込書に必要事項をご記入
FAXでお申し込みください。なお
び出展製品のカタログを必ず郵送

申込方法

小間形態

小間設備内容

申込書提出先
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出展対象製品・サービス

プレゼンテーションセミナー（有料）

主要スケジュール

社団法人日本金型工業会正会員のみ適用

出展者
説明会（大阪）
2012年
2月中旬
予定

出展業務
手続き
2012年
2月中旬より
順次

展示会場
搬入・装飾
2012年
4月15日（日）
～17日（火）

搬出・撤去

開会 2012年4月18日（水）

閉会 2012年4月21日（土）

2012年
4月21日（土）

17時

～

4月22日（日）
12時

2011年
11月30日（水）

出展申込
期限

2011年
12月26日（月）

出展料金
支払期限

出展者の展示効果を高めるために、「出展者による新技術の発表」「製品PR」「ユーザーによる製品活用事例の紹
介」など、様々な用途に応じて活用できるセミナースペース（有料）を設置します。開講を予定もしくは検討される出
展者は、「出展申込書」のセミナー開講希望欄にご記入ください。なお、開講希望の出展者には、改めて開講申込書
をご提出頂きます。

※時間延長はできません。 ※複数のセッションを開講することも可能です。※プログラムは、開講する出展者の希望を考慮し、事務局が調整します。
※上記概要は、2011年7月時点の予定です。展示規模などの都合により、上記概要などを変更する場合がありますので、予めご了承ください。

事前登録制、クローズド、オープン形式など、出展者が目
的に応じて運営できるプレゼンテーションセミナーです。
製品・技術のＰＲセミナーとしてだけではなく、「ユーザー
会」「新製品発表会」のほか、有料セミナー会場として利
用することができます。

展示ホール内に、オープン形式のセミナー会場を設けま
す。来場者は展示ブースを移動する間に、興味のあるセミ
ナーを自由に聴講できます。新規顧客に対して、新製品・
新技術のＰＲが可能となり、自社ブースへ誘導するチャン
スにもなりますので、展示との相乗効果に期待できます。

定 員 50～100名程度
開講料 １時間／63,000円（税込）

工作機械
マシニングセンタ、ターニングセンタ、ドリリングセンタ、各種研削盤、各種立
削り盤、各種フライス盤、各種放電加工機、各種仕上機械、各種複合加工
機、各種旋盤、各種ボール盤、各種中ぐり盤、モジュラユニット・専用機、自
動組立機、特殊加工機械（レーザー加工機・電解加工機など）、金型自動磨
き装置、その他
  
工作機器
工作物保持具、工具保持具、付属品、部分品、付属機械（位置決めテーブ
ル、切削処理装置、給油潤滑装置）、その他
  特殊鋼工具・超硬工具・ダイヤモンド工具
工具材料、高速度鋼工具、超硬工具、ダイヤモンド及びCBN工具、サーメッ
ト工具、セラミック工具、その他機械工具
  研削砥石・研磨材
  精密測定器・光学測定機・試験器
ノギス、マイクロメーター、ダイヤルゲージ、ブロックゲージ、ゲージ、三次元
測定機器、形状・あらさ測定機器、自動精密測定機器、投影機、金属顕微
鏡、試験機器、その他 
  プレス機械
サーボプレス、液圧プレス、機械プレス、ベンディングマシン、剪断機、鍛造
機・装置、線材加工機、各種塑性加工機、その他  
  プラスチック加工機械
各種射出成形機、 真空成形機、ブロー成形機、真空注型機、圧縮成形機、
熱成形機、発砲成形機、押出機、押出成形装置、遠心成形装置、その他

 プラスチック加工機械周辺機器および原材料・副資材など
成形機械部品・付属装置、試験機・測定機、計器・コントローラ、二次加工機
器、ロボット（取出機・インサート装置など）、原材料・副資材、成形サンプル
（製品・半製品）、その他
  機械系・金型用 CAD／CAM／CAEシステム  

造形システム（ラピッドプロトタイピングシステム）

試作・モデリング関連

FA関連機器・装置、NC装置、自動プログラミング装置 

生産管理システム

金型材、金型部品、金型加工システム、金型表面処理、　
その他関連製品
  金型周辺機器
金型温度調節機、金型自動交換装置、金型内ガス抜き装置、金型反転機、
金型冷却装置、ホットランナ装置、モールドベース、金型監視装置、金型補
修機器、その他
  金型メンテナンス関連

図書・文献・資料

各種金型
プレス用、鍛造用、粉末冶金用、鋳造用、ダイカスト用、
プラスチック用、ゴム用、ガラス用、窯業用など

成形サンプル
試作金型
各種研究機関・工業会・組合など

※下記内容は2011年7月時点の予定であり、都合により変更する場合がありますので、予めご了承ください。

定 員 約30名(但し、立ち見も可能です)

開講料 45分／52,500円（税込） 

ご注意

社団法人日本金型工業会正会員のみ適用

出展対象製品・サービス/主要スケジュール出展対象製品・サービス/主要スケジュール（予定）（予定）出展対象製品・サービス/主要スケジュール（予定）開催概要/出展規程/申込方法

テクニカル・ワークショップ オープンセミナー
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展示企画展示企画展示企画

世界最高レベルの“金型技術”を、
　　グローバル市場で競争力のある
　　　　 商品・ものづくりの源泉に！！

金型+
の提案

金型+
の提案

がんばろうがんばろう日本日本のものづくりのものづくりがんばろうがんばろう日本日本のものづくりのものづくりがんばろう日本のものづくり

海外ネットワークの強化

試作、
金型メンテナンス

関連

CAD、CAM、
CAE、測定

金型周辺機器、
金型材、金型部品

金型メーカー
金属プレス
加工事業者

工作機械
工作機器

工具、研削、研磨

試作、
金型メンテナンス関連

CAD、CAM、
CAE、測定

金型周辺機器、
金型材、金型部品

金型メーカー
金属プレス加工事業者

工作機械
工作機器

工具、研削、研磨

『世界最高の技術力そのものが、競争力のある商品である。』

世界最高レベルの技術を有する日本で開催される世界最高レベルの技術を有する日本で開催されるＩＮＴＥＲＭＯＬＤＩＮＴＥＲＭＯＬＤ、金型展金型展には、には、
世界市場を舞台に活躍する『ものづくりのプロ』が集まり、世界市場を舞台に活躍する『ものづくりのプロ』が集まり、
出展企業と来場者が「明日のものづくり」を生みだす出展企業と来場者が「明日のものづくり」を生みだす

ビジネスマッチングの場を提供します。ビジネスマッチングの場を提供します。

世界最高レベルの技術を有する日本で開催されるＩＮＴＥＲＭＯＬＤ、金型展には、
世界市場を舞台に活躍する『ものづくりのプロ』が集まり、
出展企業と来場者が「明日のものづくり」を生みだす

ビジネスマッチングの場を提供します。

ジャパンブランド=高性能商品

売れる商品
競争力のある商品

金型専業メーカー・成形・
組み立て部品メーカー・
内製化（金型・成形・組み立て）

グローバル市場で
・売れる・買ってもらえる商品力
・圧倒的な商品力

「日本で作って、世界に売る」

売れる商品・競争力のある商品

メイド・イン・ジャパン
日本のものづくり

「求められる進化」 「グローバル市場」

1

2

日本の金型産業は、世界最高水準の高精度・超精密・高機能の技術を有し、日本・世界のものづくりを支えています。

がんばろう日本のものづくりがんばろう日本のものづくり

「海外ネットワークの強化」

・高付加価値の金型
・ものづくりのトレンドに対応した
 生産技術

・新規市場・潜在需要市場の開拓
・海外からの来場動員強化の為、アジア、
 ヨーロッパの各工業会との連携を図ります。

「営業力強化」競争力のある商品を
 需要のある世界市場へ
・新規市場の開拓
・海外企業との連携・海外パートナーシップ

海外展示会との連携
Euromold、Asiamold
とのコラボレーション

海外を市場・製造拠点とした企業戦略に
よって、加速する日系企業の現地調達や
新興国市場の拡大をビジネスチャンスに。
・ＦＡＤＭＡ（アジア１１ヶ国の
 金型工業会連合会）との連携
・アジア各国の展示パビリオン
・JETROとの連携（海外顧客の誘致など）
・企業進出説明会、投資説明会の開催

海外アライアンスの構築
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展示企画

がんばろう日本のものづくりがんばろう日本のものづくり

展示会内企画
大手ユーザー、自動車関連、航空宇宙
産業、エネルギー関連産業から講演者
を招き、「当該企業の取組み」や「業界
の今後」について最新情報を交え、ご
講演いただきます。

基調講演の開催1

部品加工事業者に対して、今後の事業展開のヒントとなるよう、自動車部
品、航空機部品関連業界を中心としたプレゼンテーションを行います。
協力団体：次世代型航空機部品供給ネットワーク(OWO)、社団法人日
本自動車部品工業会、まんてんプロジェクト

部品加工技術フェアの開催2
“出展者による新技術の発表”“製品
PR”“ユーザーによる製品活用事例の
紹介”など、様々な用途に応じて活用で
きる「セミナースペース」（有料）を設
置します。

出展者によるプレゼンテーションセミナー3

日本・中国・韓国の大学で“金型”を学ぶ
大学生・大学院生が、成形品（プラス
チック・プレス）の製品図面に基づき製
作した“金型”と“成形品”をそれぞれ展
示。来場者よりご好評いただき三回目
の開催が決定。展示ホール内で各国大
学生による金型製作技術をご覧頂くこ
とにより、未来を担う若者の人材育成を
促進します。

金型グランプリの開催4

成形メーカーの業界団体である社団法
人日本金属プレス工業会主催“金属プ
レス加工技術展”を同時開催すること
により、最終製品メーカー（自動車・エレ
クトロニクス・航空宇宙分野etc.）から
の来場を促進します。

金属プレス加工技術展の同時開催5

来場者は公式ホームページにあるこのシステムを使用し、事前に出展
企業へアポイントを申し込むことができます。

商談予約システム6

【プラスチック金型部門課題】
SDカードケース

【プレス金型部門課題】
コーヒースプーン

置します。す。

金型
メーカーー

金型
ユーザー

来
企企

商談予

ー 成形加工メーカー

ムページにあームペムペムペームペ
込むことを申し込し込む込むし込む

テムステステス
者は公式ホー来場者は

業へアポイントを企業へ

予約シス商談予 スス

ー 関連機器
メーカー

事前に出展ムを使用し、事事前事前あるこのシステム
とができます。

器
ー 商　社

(社)日本金属
プレス工業協会

属
協会

プレス技術・
プレス成形業者

術・
業者

（社）日本自動車部品工業会
まんてんプロジェクト
次世代型航空機部品

供給ネットワーク（OWO）

業会
ト

O）

海外ネットワークの強化

試作、
金型メンテナンス

関連

CAD、CAM、
CAE、測定

金型周辺機器、
金型材、金型部品

金型メーカー
金属プレス
加工事業者

工作機械
工作機器

工具、研削、研磨

試作、試作、
金型メンテナンス関連金型メンテナンス関連

CAD、CAM、CAD、CAM、
CAE、測定CAE、測定

金型周辺機器、金型周辺機器、
金型材、金型部品金型材、金型部品

金型メーカー金型メーカー
金属プレス加工事業者金属プレス加工事業者

工作機械工作機械
工作機器工作機器

試作、
金型メンテナンス関連

CAD、CAM、
CAE、測定

金型周辺機器、
金型材、金型部品

金型メーカー
金属プレス加工事業者

工作機械
工作機器

工具、研削、研磨工具、研削、研磨
世界最高レベルの技術を有する日本で開催されるＩＮＴＥＲＭＯＬＤ、金型展には、

世界市場を舞台に活躍する『ものづくりのプロ』が集まり、
出展企業と来場者が「明日のものづくり」を生みだす

ビジネスマッチングの場を提供します。

ジャパンブランド=高性能商品ジャパンブランド=高性能商品

「日本で作って、世界に売る」

ジャパンブランド=高性能商品

売れる商品
競争力のある商品

金型専業メーカー・成形・
組み立て部品メーカー・
内製化（金型・成形・組み立て）

圧倒的な競争力、商品力を生みだす
企業の連携を創出します。

新分野への進出、連携を図ります。
・異業種・異分野とのコラボレーション
・新規需要の創出、ビジネスマッチング
・技術セミナー、講演会、商談会の開催
・内製化への提案など

金型メーカー 金型ユーザー

部品メーカー 完成品メーカー

グローバル市場で
・売れる・買ってもらえる商品力
・圧倒的な商品力

自動車・自動車部品
航空機部品関連
医療機器関連

メイド・イン・ジャパン
日本のものづくり

※掲載内容は2011年7月時点の予定であり、変更する場合がありますので予めご了承下さい。

がんばろう日本のものづくりがんばろう日本のものづくり

部品加工技術フェア

〔2011年度課題〕
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開催データ

20102010年 開催実績年 開催実績（大阪大阪）2010年 開催実績（大阪）

名　　称 ： ＩＮＴＥＲＭＯＬＤ 2010「第21回 金型加工技術展」
　　　　   金型展2010
併　　催 ： 金属プレス加工技術展2010
会　　期 ： 2010年4月14日（水）～17日（土） 10：00～17：00
会　　場 ： インテックス大阪（〒559-0034 大阪市住之江区南港北1-5-102）
出展規模 ： 294社・団体 　675小間
来場者数 ： 40,283人

※下記概要データは3展を合計

※各項目の「比率」は小数点第ニ位までを表示

※各項目の「比率」は小数点第ニ位までを表示

4月14日（水）

4月15日（木）

4月16日（金）

4月17日（土）

-晴-

-曇り時々雨-

-雨-

-晴-

自動車・
自動車部品関連　
34.99%

半導体・
電子機器関連　
7.33%

家電・通信機器関連
11.46%

医療・薬品・バイオ関連
1.89%

航空・宇宙関連
1.52%

その他
42.81%

自動車・
自動車部品関連
25.99%

半導体・
電子
機器関連
8.56%

家電・通信
機器関連
13.60%

医療・薬品・
バイオ関連
2.03%

航空・宇宙関連　2.97%

その他
46.85%

金型メーカー
19.36%　

金型
ユーザー
6.27%

成形
加工関連
7.89%

関連機器
メーカー
8.07%商社

18.76%

その他
39.66%

北海道地区
0.13%
0.11%
0.05%

東北地区
0.65%
0.52%
0.37%

●基調講演 
「環境革新企業を目指したパナソニックのモノづくり」 
パナソニック株式会社 役員 生産革新本部長 野村 剛 氏 

●特別講演会 
「ものづくり再構築 -不況克服への鍵を探ろう-」 
主催：社団法人日本金属プレス工業協会
コーディネータ：ファインテック株式会社 代表取締役社長 東京大学名誉教授 工学博士 中川 威雄 氏 

講演１  「日本の素形材産業と日本のものづくり」
 独立行政法人産業技術総合研究所 総括企画主幹 渡邉 政嘉 氏   

講演２  「IT化が変える精密プレス加工工場」
 株式会社JKB 代表取締役社長 平井 和夫 氏     

講演３  「ライバルは“ お客様の期待”+ Process Innovation への挑戦」
 ホンダエンジニアリング株式会社 二・四・汎車体塑型部門 執行役員 田岡 秀樹 氏  

講演４  「インド自動車産業と世界の低価格車動向」 
 東京大学 経済学部 ものづくり経営研究センター 特任研究員 伊藤 洋 氏

●第2回「日本・中国・韓国 大学 金型グランプリ」 

●部品加工技術フェア
航空機・自動車部品 協力団体展示コーナー 
・社団法人日本自動車部品工業会 
・次世代型航空機部品供給ネットワーク（OWO） 
・まんてんプロジェクト 

出展者による各業界向け部品加工サンプル展示コーナー 

航空機・自動車部品 協力団体プレゼンテーション 

出展企業によるプレゼンテーション 

●テクニカル・ワークショップ  全9セッション開講  

●オープンセミナー  全28セッション開講  

642
4,430 5,917人

9,226人

10,868人

14,272人

845

金属プレス加工技術展 4,013人インターモールド 30,652人 金型展 5,618人

812
7,305

1,109

1,232
7,974

1,662

1,32710.943 2,002

韓国
中国
台湾
タイ

香港
インドネシア
インド
ドイツ

イタリア
フィリピン
シンガポール
モンゴル

47.67％
29.03％
9.51％
2.91％

2.72％
2.62％
1.75％
1.36％

1.07％
0.78％
0.39％
0.19％

金型・金型材・金型部品等
工作機械
工作機械用付属機器など
切削工具 
機械工具・研磨・砥石関連
金属加工関連機器
各種油剤・ケミカル製品など
プレス加工機
プレス加工機用周辺機器
プラスチック加工機械・関連機器
精密測定機器・光学測定機器
CAD／CAM／CAE システムなど
試作・モデリング
精密部品加工技術
各種団体・研究機関など
その他関連機器など
図書・文献・資料

 

98社
35社
29社
20社
20社
35社
10社
14社
10社
11社
28社
35社
11社
52社
11社
3社
5社

出展物 社数
関東地区
5.97%
4.29%
6.25%

北陸地区
3.34%
1.89%
1.57%

中部地区
13.97%
12.82%
18.29%中国・四国地区

7.22%
5.93%
6.38%

九州・沖縄地区
0.99%
1.23%
1.37%

地区不明
0.02%
0.02%
0.00%

海外
3.19%
0.69%
0.30%

近畿地区
64.51%
（うち大阪府内33.81%）
72.52%
（うち大阪府内45.02%）
65.41%
（うち大阪府内43.46%）

インター
モールド 金 型 展 金属プレス

加工技術展

計合合計合
03011 0301 人人人人人人人人人人
合計合計

1,0301,030人
3展合計3展合計

合計
1,030人
3展合計

開催概要 併催企画

出展状況

来場者数

来場者の地域分類

海外来場者の地域分類

来場者業種分類
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2010年 開催実績（大阪）

テクニカル・
ワークショップ

特別
ゲスト
ラウンジ

オープン
セミナー
第1会場

6B-510
浪速鉄工

6B-502
東京貿易

テクノシステム

6B-603
日本精密
機械工作

6B-101
橋本テクニカル

工業

6B-505
Ａｉソリューションズ/オープン・マインド・
テクノロジーズ・ジャパン/CGTech

部品加工
技術フェア
セミナー会場

6B-202
ハイウィン

6B-203
イースタン技研

6B-204
ユーロテクノ

6B-205 京都府金属プレス工業会

6B-206
樋口製作所

6B-207
そうぎょう

6B-208

日本金属プレス工業協会

6B-302
工業調査会

6B-303
東芝機械

6B-304
日経ＢＰ社

6B-305
安田工業

6B-306
三井

ハイテック

6B-307
アイダ

エンジニアリング

6B-308
丸武部品

6B-309
アクア化学

6B-310
日本電産キョーリ

6B-401
日本自動車
部品工業会

まんてん
プロジェクト

次世代型航空機
部品供給
ネットワーク
（ＯＷＯ）

6B-404
スギノ
マシン

6B-407
日本スピードショア/
ヤマシタワークス

6B-408
ナガセ

インテグレックス

6B-410
コマツ産機 6B-411

深圳市瑞鵬飛模具

6B-503
清水電設工業

6B-504
神津精機

6B-506
西部電機

6B-507
ソディック

6B-508
ユキワ精工

6B-509
ＭＳＴ
コーポレーション

6B-604
ヴェロ・
ジャパン

6B-605
三井
精機工業

6B-606
ファナック

6B-607
伊藤忠マシンテクノス

（ハース オートメーション）

6B-608

オークマ

6B-701

三菱電機

6B-702

森精機製作所

秋篠金型研究所

6B-703

牧野フライス製作所

6B-412

アマダ

6B-601
システム・

スリーアール日本

カサタニ 
城山工業 
セラ 
ゼロム 
タイメック 

ヒルタ工業 
不二精工 
ミヤマ精工
三吉工業 
村元工作所

部品加工
サンプル展示
コーナー

特別
ゲスト
ラウンジ

オープン
セミナー
第2会場

6A-806
塚原製作所

6A-506
Ningbo 
Sunny
Mould

6A-411
ナノソフト

6A-805
旭プレシジョン

6A-801
ＩＮＳいわて金型研究会

/いわて金型技研/サンアイ精機

6A-408
ブロードリーフ

6A-312
日刊工業
新聞社

6A-603
ブラッシュウエルマンジャパン

6A-903
ＴＳＰプレシジョン

6A-202
PinpotechMold & Plastic(S.Z.)

6A-601
Shenzhen Jinzhou Precision Technology

6A-101
沖縄県

6A-102
齋藤金型
製作所

6A-103
エイト

6A-104
Dynacast
(Singapore)

6A-203
本山合金製作所

6A-205 ストルツコーポレーション

6A-206
ジーベック
テクノロジー

6A-207
スリーエー産業

6A-209
ＪＳＯＬ

6A-302
Korea Die & Mold
Industry Cooperative

(KODMIC)

6A-303
次世代プレス金型研究所/エルクード/ウチダ製作所

6A-305　ソルテック/塩入製作所

6A-306
イスカルジャパン
6A-314

インガソル・テグテックジャパン

6A-307
日商精密光学

6A-308
計算力学研究センター

6A-309
ゼネテック

6A-310
オートデスク

6A-311
セスクワ

6A-401
Korea Die & Mold
Industry Cooperative

(KODMIC)
6A-402
冨士ダイス

6A-403
日進工具6A-404

セイロジャパン

6A-405
データ・
デザイン

6A-406
イワタツール/ツールディスカバリー

6A-407
コダマコーポレーション

6A-409
枚岡合金工具

6A-410
田代鉄工所

6A-412
ヨシカワ
メイプル

6A-501
Tai SLD 
Industrial ★2

6A-503
Shang Hai Tailekom 
Precision Mould

★3
6A-502

シンベンティブモールディング
ソリューションズ

★1
6A-504

Korea Die & Mold 
Industry Cooperative

(KODMIC)
Gwangju Association
for Die & Mold Industry

Development

6A-505

★4
6A-507
Ningbo
Jinlong
Electric
Appliance

6A-508
上海津州塑料制品

6A-511
ダイジェット
工業

6A-512
エスオーエル

6A-513
キャムタス

6A-514
鋼鈑工業

6A-515
C&G

システムズ

6A-602
大連金型

工業団地弁公室

6A-604
タンガロイ6A-605

三和商工
6A-606
橋本工業

6A-607
カナック

6A-608
ファロージャパン

6A-609
丸紅情報システムズ

6A-610
倉敷機械

6A-611
奈良情報
システム

6A-612
ナノコート・
ティーエス

6A-613
NTTデータ

エンジニアリング
システムズ

6A-700
日伸精機

6A-701

6A-703
ソマックス

6A-704
日立ツール6A-705

日本特殊陶業
6A-706

クレアフォームジャパン

6A-707
ミツトヨ

6A-708
カールツァイス

6A-709
ミニター6A-710

ブルーム
ＬＭＴ6A-711

不二製作所

6A-712
小坂研究所

6A-802
友鉄工業

6A-803
ミリヒルジャパン

6A-804
タイユ

★5
6A-807 

Forwa Precise
Plastic Mould

6A-808
オンワード技研

6A-809
千代田交易

6A-811
ノガ・ジャパン

6A-812
テクノクラーツ

6A-813
双和化成

6A-814
テクノコート

6A-815
レニショー

6A-816
中日本炉工業

6A-817
カワタ

6A-819
マーポス

6A-818

6A-901
佐藤技研

6A-902
淀川精機

6A-904
ストーブリ

6A-905
シルバーロイ

6A-906
ＰＣＬ

6A-907
日東工器

6A-908
東洋研磨材
工業

6A-909
ブラザー・スイスルーブ・ジャパン

6A-910
日本製紙クレシア

6A-911
C&Gシステムズ

6A-313
金型新聞社

DOWON MOLD CO.,LTD
MODEL SOLUTION
ASPIC CO., LTD.
IPEC High Precision, Inc.
TECHNORISE Co., Ltd.
ILBEOM CORPORATION
K2 LASER SYSTEM, Inc

SHIN WON PRECISION MOLD CO.,LTD
Insung Enpla Co.,Ltd.
DAE SAN INDUSTRIAL CO., LTD.
BUKWANG TECHNOLOGY CO.,LTD.
Kae Sung Co.,Ltd.
D and E Co., Ltd.
Sun Platech Co.,Ltd.
Bucheon Industry Promotion Foundation
TLtek Co., Ltd

6A-301
日本金型工業会

アイセル/明石プラスチッ
ク工業/内山精工/エナミ
精機/遠州工業/大垣精工
/岐阜精機工業/キヤノン
モールド/クリエイトダイス
/サイベックコーポレーショ
ン/三琇ファインツール/猩
々精機（日東光学グループ
）/新日本テック/鈴木/タカ
ノ/タミーマシナリー/寺方
工作所/長津製作所/橋本
工業/藤岡製作所/前田技
研/松野金型製作所/三不
二超硬/ユニオン精機/ワ
ンロード

日本・中国・韓国
大学金型グランプリ

【日本】岩手大学 大学院工学研究科、
九州工業大学 情報工学部機械シス
テム工学科、岐阜大学 金型創成技術
研究センター、職業能力開発総合大
学校東京校 生産機械システム技術
科、大分県立工科短期大学校
【中国】大連工業大学、大連交通大
学、天津軽工職業技術学院、常州機
電職業技術学院
【韓国】ソウル産業大学校、韓国ポリ
テク大学、柳韓大学、公州大学校

号館
6B

号館
6A

6B-602
牧野フライス
製作所

6B-501
イチグチ

6A-510
関西石油製品販売/片倉工業

6B-402
イワサキ
6B-405
日本トムソン

6B-403
モルフィック

6B-406
大石機械

6B-409
Schuler AG

6B-301
Zoller
Japan

6B-201
Hung-Chief
Steel Machine ・神村製作所 ・最上インクス ・阪口製作所  

・須河車体  ・タイヨーアクリス ・山岡製作所

6A-208
宇部情報システム 6A-204 樹研工業

6A-201
DematGmbH

6A-304
オーエスジー

6A-516
山本科学工具研究社

6A-517
CAEソリューションズ

6A-509
大昭和精機

6A-810
戸田精機

★1
★2 ★3

★5

★4

6A-702
China Die & Mould Industry Association(CDMIA)/
China Council for the Promotion of International
Trade, Machinery Sub Council 
LIP SHENG PRECISION(ZHUHAI)CO., LTD.
Shanghai Jinlong Mold Manufacture Co., Ltd.
HUNAN BOYUN-DONGFANG POWDER METALLURY CO., LTD.
BEILUN JULI EXATITUDE MOULD CO., LTD.
Kunshan Rongteng Mould & Die Parts Co., Ltd.

合計
1,030人
3展合計

インテックス大阪会場レイアウト
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概　要

参考資料参考資料参考資料

名　　称 ： ＩＮＴＥＲＭＯＬＤ 2011「第22回 金型加工技術展」
　　　　   金型展2011
併　　催 ： 金属プレス加工技術展2011
会　　期 ： 2011年4月20日（水）～23日（土） 10：00～17：00
会　　場 ： 東京ビッグサイト東4・5ホール（〒135-0063 東京都江東区有明3-11-1）
出展規模 ： 309社・団体　831小間

●基調講演
「Hondaが目指す"カッコよくて凄く軽い"車造りへの挑戦!!」
ホンダエンジニアリング株式会社 執行役員 車体領域執行責任者 田岡 秀樹氏

●特別講演会 主催:社団法人日本金属プレス工業協会
「グローバル化する中でのプレス技術の将来を探る」
コーディネータ：ファインテック株式会社 代表取締役社長 東京大学名誉教授 工学博士　中川 威雄氏
講演１  「トヨタ自動車の世界工場における金型供給体制」

トヨタ自動車株式会社 常務役員　川田 康夫氏
講演２  「日産自動車における電気自動車の開発と生産技術」

日産自動車株式会社 常務執行役員　加東 重明氏
講演３  「急速に発展・進化するインド自動車産業の実態」

東京大学 大学院経済学研究科 ものづくり経営研究センター 特任研究員　伊藤 洋氏
講演４  「金属プレス部品が切削加工品に置き換わっている？」 

ファインテック株式会社 代表取締役社長 東京大学名誉教授 工学博士　中川 威雄氏

●金属プレス加工技術展2011 技術セミナー
「サーボプレスで実現するプレス加工技術」
講演１  「サーボプレスの特徴とその活用事例」

アイダエンジニアリング株式会社 営業技術部　松野 修一氏
講演２  「サーボプレスによる試作から量産までのモノづくり支援」

株式会社アマダ プレス事業部門　坂口 稔氏
講演３  「サーボプレス導入効果と加工上のポイント事例」

ホンダエンジニアリング株式会社 車体塑性技術部　廻 秀夫氏
講演４  「サーボプレス利用技術　加工事例」 

株式会社エスケイケイ 生産管理部　木林 哲正氏

●第3回「学生金型グランプリ」～ 学生が製作した金型・成形品を展示！～
●テクニカル・ワークショップ　全9セッション開講
●オープンセミナー　全26セッション開講

VIPラウンジ
会場事務局

登録所①

DSI
International

清水電設
工業

共和産業

ナノコート・
ティーエス

鈴峰

ソマックス

福田交易

ジーベック
テクノロジー

スリーエー産業

冨士
ダイス

イチグチ

イワタツール/
ツールディスカバリー

エイト

サンエイ.
モールド

双和化成

日本スピードショア/
ヤマシタワークス

Zoller
Japan

橋本工業

セラティジット
ジャパン

東洋
研磨剤
工業

牧野フライス製作所

ダイジェット
工業

オーエスジー

日進工具

白銅

日立ツール日立金属

イスカルジャパン

インガソル・テグテック
ジャパン

東洋
プレシジョン

浪速
鉄工ノガ・ジャパン

三井刻印

MST
コーポレーション

ユニオンツール
アイピー
エス

ルンキーメタル
ジャパン

旭
プレシジョン

カナック

ブラザー・
スイスルーブ・
ジャパン

片桐
製作所

斉藤
金型
製作所

タンガロイ

大昭和精機

中日本炉
工業

西部電機キメラ

日本金型工業会

日本金型
工業会

日本金属プレス工業協会

エィテーケィ
タカシノ

佐藤技研

シルバーロイ
双葉電子工業

CCPIT/CDMIA

パンチ工業
不二越

山下電気

三和商工

安田工業 岡本工作機械
製作所

三菱電機

大連金型
工業団地弁公室

大連衆力
模具部件
製造

ストルツ
コーポレーション

京町産業
車輌

Ming
Chiang
Precision

Toltec
Engineering

TSP
プレシジョン

塩入
製作所

ソル
テック

INSいわて金型研究会/
サンアイ精機/
和田工業

日本自動車部品工業会
まんてんプロジェクト

OWO

システム・

アルプス
ツール

スリーアール
日本

ジェムス
エンヂニア
リング

YHB
JAPAN

アイダエンジニアリング

アマダ/
アマダマシンツール

第１
オープンセミナー会場

ソディック

テクノコート

嗚呼、いいのもあるね岡谷。/
岡谷熱処理工業/
平出精密/

スギムラ精工/
岡谷市・岡谷市金属連合会

KODMIC

KODMIC

主催者展示コーナー
    asiamold / EURO Mold  

クロダ

日本製紙
クレシア

日本特殊
陶業

ファナック
伊藤忠

マシンテクノス
（ハース オートメーション）

industria

ユキワ
精工

友鉄
工業

橋本
テクニカル
工業

ミリヒル
ジャパン

星光
工業

日東工器

聖徳
ゼロテック

榮製機

ミニター

オンワード
技研

イースタン
技研

METALEX

Kunshan
Junshuo
Mould

Super Mold
Technology

Kunshan
Greatloy

Suzhou International
Economic-Technical Cooperation

EVA Precision
Industrial Holdings

Konfu
Enterprise

GTM
Corp

ナノ
テック

テクノ
ナカニシ

VARGUS

寿精密

ナノフィルム
テクノロジーズジャパン

不二
製作所

日本金型工業会
学生金型
グランプリ

ソディックプラステック

広和
エムテック

【部品加工技術フェア企画展示コーナー】
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121

131

211

221 222

223224
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242243
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311 312
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351 352

353 354 355

361 362
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421
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431
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441
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443

451 452

461 462

471

472
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474

481

521 522

531

541

551

552
553

554555

561

562

563

564

565566

571 572

581 582

631

632 633

634 635
636

637

641

651

652 653

661

662 663

664

665

666
667

668

671

672

673

674

681

731 732

733

734

735
736

737
738

739

741

742 743

744
745

751

761

771
772

781

334

CCPIT/CDMIAブース一覧
China Council For The Promotion Of International

Trade Machinery Sub-Council
China Die & Mould Industry Association
Shenzhen Vision Tool & Mould Co., Ltd

Hunan Boyun-Dongfang Powder Metallury Co.,Ltd
Beilun Juli Exatitude Mould Co.,Ltd

Tianjin Yingchen Preciston Tooling & Mould Co., Ltd
Lip Sheng Precision(Zhuhai)Co.,Ltd
Ningbo Zhenyu Mould Co., Ltd.

KODMICブース一覧
RAYMOLD CO.,LTD、Won Jin Industry CO.、BUKWANG TECHNOLOGY CO.,LTD、JIN HYNG Ind.CO.,LTD、
INSUNG ENPLA CO.,LTD、TL.tek、POSCO TMC CO.,LTD、WIDIN CO.,LTD、JUKWANG precision CO.,LTD、

Korea Die & Mold Industry Cooperative(KODMIC)、Korea Association For Die & Mold Inustry DevelopmentKorea Precision Co.,Ltd、
Hankuk Precision Co.,Ltd、Juyoung Hightec Co.,Ltd、YAWATA Korea Co.,Ltd、Shinwon Electronics Precision Co.,LTD、

Hwasung Mold Co.,Ltd、I&TECH Co.,Ltd、Bestec Co.,Ltd、BUCHEON INDUSTRY PROMOTION FOUNDATION、Kae Sung Co.,Ltd.、
Sunplatech Co.,Ltd.

※データは3展を合計

併催企画

■注意！！
INTERMOLD2011/金型展2011ならびに金属プレス加工技術展2011は、2011年4月に東京ビッグサイトにて開催を
予定しておりましたが、同年3月に発生いたしました東日本大震災の影響により開催中止となりました。
掲載内容は予定しておりました概要となっております。
※参考資料として掲載しておりますので、予めご了承ください。
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参考資料

登録所②

日経
BP社

ビーム

金型
新聞社

第２
オープンセミナー会場

SPI
エンジニア
リング

ユーロ
テクノ

日刊工業
新聞社

「次世代プレス金型研究所」
エルクード・ウチダ製作所

湯川
王冠

日本電産
キョーリ

ナガセ
インテグレックス

コニカミノルタ
センシング

三井精機工業

森精機製作所/
秋篠金型研究所

コダマ
コーポレーション

ヨシカワ
メイプル

ヘキサゴン・
メトロジーC&G

システムズ

JSOL

セスクワ

セイロ
ジャパン

丸紅情報システムズ

デルキャム
ジャパン

大石機械

東芝機械

ファロージャパン

三鷹光器

倉敷機械

小坂研究所

奈良情報
システム

クレア
フォーム
ジャパン

東京貿易
テクノシステム

エスオー
エル

ザ型屋
ドットコム

マーポス

ブルーム
ＬＭＴ

ゼネテック

キャムタス

神津
精機

計算力学
研究センター

サイバネット
システム

キーエンス

Dynacast

NTTデータ
エンジニアリング
システムズ

ミツトヨ

テラバイト
CAE
ソリュー
ションズＴＡＣＣ

田代
鉄工所

データ・
デザイン

オープン・
マインド・

テクノロジーズ・
ジャパン

ヴェロ・ジャパン/
フォース

アイゼン

カール
ツァイス

キヤノン
マーケティング

ジャパン

アルテック

住商情報
システム

カネテック

CGTech

シギヤ精機
製作所

牧野
フライス
精機

ダイワ
キコー

枚岡
合金工具

ダッソー・
システムズ

愛知産業

アプライド
デザイン

トップ・
シーエーイー

811 812 813

821 822

831

832

833

841

842

843
844

851 852

861 862

871

872
873

911 912

921

922

923

931 932

941 942

951 952

961 962

963
964

971

972

973

981

1011

1021

1022

1023
1024

1031

1032

1033

1041

1042

1043

1051

1052
1053

1061

1062

1063

1071

1072

1073

1074

1121

1131

1132

1141

1142

1151

1152

1171

1172

1181

1182

～次世代の「ものづくり」を担う人材～

【日本】
岩手大学
九州工業大学
岐阜大学 金型創成技術研究センター
職業能力開発総合大学校東京校
大分県立工科短期大学校

【韓国】
ソウル科学技術大学校
公州大学校
柳韓大学

【中国】
大連工業大学
大連大学
大連市軽工業学校

【プラスチック金型部門課題】
SDカードケース

【プレス金型部門課題】
コーヒースプーン

日本・中国・韓国の大学で「金型」を学ぶ学生が、課題に
基づき製作した金型と成形品を展示します。また、製作
過程を発表するプレゼンテーションを開催します。

第3回「学生金型グランプリ」
～学生が製作した金型・成形品を展示！～

■場　所 ： 社団法人日本金型工業会 特設展示スペース（小間番号５３１）
■主　催 ： 社団法人日本金型工業会

特別講演会 
(社)日本自動車部品工業会

部品加工技術フェア
～部品産業における事業展開のヒントを探る～

■講　師 ： (社)日本自動車部品工業会 顧問 (元総合技術委員長)　松島 正秀氏

●『自動車部品の展望～新興国のクルマづくりと先進環境自動車の対応～
　インドタタnanoの実力、中国部品企業の最新情報』

プレゼンテーション
次世代型航空機部品供給ネットワーク（OWO）

航空機・自動車部品 協力団体展示コーナー
(社)日本自動車部品工業会

まんてんプロジェクト
●『航空・宇宙部品産業への参入の取り組み』
開会挨拶  まんてんプロジェクト会長　滝澤 清氏

会員企業展示ブース

参加大学

(社)日本自動車部品工業会PRブース

講演① 『中小企業よ航空宇宙産業への参入をめざせ』
JASPA(株) 取締役　千田 泰弘氏

① OWO『OWO航空機産業参入への取り組み』
㈱吉見屋 代表取締役　金 炫修氏

② 生産整備用機材開発グループ『 航空機産業参入へのアプローチ実績と計画』
野田金型(有) 代表取締役　堀口 展男氏

③ 複合材研究会 『一貫生産へ向けた複合材研究会の取組み』
能勢鋼材株式会社　能勢 善夫氏

まんてんプロジェクト
① 『まんてんプロジェクトの現状と今後の展開』
まんてんプロジェクト専務理事　愛 恭輔氏

②『ダイヤモンドラッピングシートの利用技術』
新日産ダイヤモンド工業(株) 技術開発部　福屋 英孝氏

(社)日本自動車部品工業会
① 『環境規制に対応した電解クロムめっき法の開発』
㈱ワイピーシステム 工場長　新藤 守久氏

②『ハニカム・エンボスによる薄板・軽量化の可能性』
㈱深井製作所 開発部 開発課 課長　須永 行氏

③『トレサビリテイーと生産システム』
ケンユーテクノ㈱ 代表取締役　山口 謙治氏

④『3D CADによる金型設計』
㈱ビーズスタッフ COO　西村 正哉氏

⑤『オペレーション・タイム・リサーチ・
ソフトウエア「OTRS-SA Version4」』
アプリハウス㈱ 製造システム営業部 松浦 謙一郎氏

⑥『耐熱材の多品種少量品のプレス加工』
㈲野島製作所 代表取締役　新井 利満氏

ダッソー・システムズ株式会社
『ものづくりのためのCATIAトータルソリューション～リバース・エンジニアリングから加工まで一気通貫を実現！～』
バリューセリング事業部ビジネス・ディベロップメント部 テクニカルサポート　平田 晴男氏

牧野フライス精機株式会社
『多軸CNC研削盤による部品加工』
技術部 マネージャ　吉田 透氏

講演②『国内各地域の航空・宇宙関連団体の動向』
(独)宇宙航空研究開発機構 宇宙用部品技術コーデイネーター　杉尾 晃正氏

講演③『超大型三次元測定器で航空・宇宙へ』
(株)川崎製作所 代表取締役　川崎 修氏

■矢崎総業㈱、日本発条㈱、㈱ワイピーシステム、㈱深井製作所

『部品の小型、軽量化技術と先進環境対応車に関する技術』

次世代型航空機部品供給ネットワーク（OWO）
生産・整備用機材開発グループブース　複合材研究会ブース　OWO企業ブース
■OWO参画企業 ： 茨木工業㈱、㈱イングス、㈱エスディーシー、㈱エムジェイテック、大河内金属㈱、大阪精工㈱、㈱大福鉄工所、
川並鉄工㈱、宏栄スプリング工業㈱、㈱弘和鉄工所、㈱シカタ、三陽鉄工㈱、三和精工㈱、㈱セイコー、㈱田中、㈱ダイイチテクノス、
㈱中央電機計器製作所、㈱ツールオカフジ、㈱東京チタニウム、㈱東和製作所、中川鉄工㈱、長井精機㈱、奈良精工㈱、
日東商事㈱、野田金型㈲、能勢鋼材㈱、㈱マルイ、南製作所、㈱モレスコ、由良産商㈱、㈱吉見屋、理研製鋼㈱、㈱ロブテックス

まんてんプロジェクト
まんてんプロジェクト活動内容の紹介　会員企業による製品・パネル展示、カタログ展示
■新日産ダイヤモンド工業㈱、㈱湘南デザイン、アプリハウス㈱、㈲野島製作所、ケンユウテクノ㈱、大洋金属工業㈱、
㈱トーコーエンジニアリング、新潟メタリコン工業㈱、白銅㈱、㈱ビーズスタッフ、ムラエアロスペース、高和電気工業㈱、
㈱山崎技研、㈱川崎製作所、㈱タアフ、協栄エンジニアリング㈱

アイセル（株）、明石プラスチック工業（株）、（有）アルフ、池上金型工業（株）、（株）イケックス、（株）伊藤製作所、ウィンデックス（株）、
魚岸精機工業（株）、（株）打田製作所、（株）内山精工、（株）エナミ精機、（株）エムアイモルデ、大垣精工（株）、（株）柿生精密、樫山金型工業（株）、
（株）カワマタテクノス、キヤノンモールド（株）、（株）クライムワークス、黒田精工（株）、江南特殊産業（株）、（株）サイベックコーポレーション、
佐藤製型（株）、（株）狭山金型製作所、（株）三琇ファインツール、（株）猩々精機、昭和精工（株）、（株）新日本テック、（株）鈴木、精技金型（有）、
（株）ダイ精研、（株）タカノ、（株）田中金型製作所、（株）タミーマシナリー、（株）チバダイス、（株）テクノクラーツ、（株）寺方工作所、豊田精工（株）、
（株）長津製作所、（株）名古屋精密金型、（株）ニッパク、野田金型(有)、（株）橋本テクニカル工業、浜松部会若手会、（株）早川ダット工場、
ファインテック（株）、ベントム工業（株）、（株）松野金型製作所、ミツエモールドエンジニアリング（株）、（株）三不二超硬、（株）ムトウ、名神工業（株）、
（株）モルテック、（有）吉中精工、（株）ワンロード

（株）アイエムアイ、（株）エスケイケイ、（株）大貫工業所、（株）橘田生産工業所、（株）阪口製作所、城山工業（株）、新世代加工システム（株）、須川工業（株）、
（株）セラ、（株）ゼロム、（株）先端力学シミュレーション研究所、（株）ソーデナガノ、タイメック（株）湘南工場、（株）豊島製作所、東京農工大学、
日本大学 生産工学部、日本フォーミング（株）、ヒルタ工業（株）、不二精工（株）、（株）富士プレス、（株）プロキオン、（株）平安製作所、（株）ホクエイ、
（株）丸武部品、（株）三井三池製作所 精密機器事業本部、ミヤマ精工（株）、三吉工業（株）、（株）村元工作所、（株）山岡製作所

（社）日本金型工業会ブース一覧（小間番号521）

（社）日本金属プレス工業協会ブース一覧（小間番号522）
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2010年大阪 出展者一覧
国　内

海　外

参考資料 2011年東京 出展申込一覧
国　内

海　外

＜INTERMOLD＞　INSいわて金型研究会、（株）秋篠金型研究所、（株）旭プレシジョン、（株）アマダ、イスカルジャパン（株）、（株）イチグチ、伊藤忠マシンテクノス（株）、（株）イワサキ、（株）イワ
タツール、（株）いわて金型技研、インガソル・テグテックジャパン（株）、ヴェロ・ジャパン（株）、（株）宇部情報システム、（株）Aiソリューションズ、（株）エイト、エスオーエル（株）、（株）NTTデータエン
ジニアリングシステムズ、（株）MSTコーポレーション、オーエスジー（株）、オークマ（株）、オートデスク（株）、オープン・マインド・テクノロジーズ・ジャパン（株）、大石機械（株）、（株）オンワード技研　
　カールツァイス（株）、片倉工業（株）、（株）金型新聞社、（株）カナック、（株）カワタ、（株）関西石油製品販売、キャムタス（株）、倉敷機械（株）、クレアフォームジャパン（株）、（株）計算力学研究セン
ター、（株）工業調査会、神津精機（株）、鋼鈑工業（株）、（株）小坂研究所、コダマコーポレーション（株）　　（株）齋藤金型製作所、（株）サンアイ精機、三和商工（株）、（株）C&Gシステムズ、（株）
CAEソリューションズ、（株）CGTech、（株）ジーベックテクノロジー、（株）JSOL、（株）塩入製作所、システム・スリーアール日本（株）、次世代型航空機部品供給ネットワーク(OWO)、清水電設工業
（株）、（株）樹研工業、（株）シルバーロイ、シンベンティブモールディングソリューションズ（株）、（株）スギノマシン、ストーブリ（株）、（株）ストルツコーポレーション、（株）スリーエー産業、西部電機
（株）、（株）セイロジャパン、（株）セスクワ、（株）ゼネテック、双和化成（株）、（株）ソディック、ソマックス（株）　　ダイジェット工業（株）、大昭和精機（株）、タイユ（株）、（株）田代鉄工所、（株）タンガ
ロイ、千代田交易（株）、（有）ツールディスカバリー、ZOLLER Japan（株）、（有）塚原製作所、（株）データ・デザイン、DMG、（株）テクノクラーツ、テクノコート（株）、東京貿易テクノシステム（株）、
東芝機械（株）、東洋研磨材工業（株）、（株）戸田精機　　（株）ナガセインテグレックス、中日本炉工業（株）、浪速鉄工（株）、ナノコート・ティーエス（株）、（株）ナノソフト、（株）奈良情報システム、
（株）日刊工業新聞社、日経BP社、日商精密光学（株）、日進工具（株）、日東工器（株）、日本製紙クレシア（株）、日本トムソン（株）、社団法人日本自動車部品工業会、日本スピードショア（株）、日本精
密機械工作（株）、日本特殊陶業（株）、ノガ・ジャパン（株）　　ハイウィン（株）、（株）橋本テクニカル工業、PCL（株）、日立ツール（株）、枚岡合金工具（株）、ファナック（株）、ファロージャパン（株）、
（株）不二製作所、冨士ダイス（株）、ブラザー・スイスルーブ・ジャパン（株）、ブラッシュ ウエルマン ジャパン（株）、（株）ブルームLMT、（株）ブロードリーフ　　マーポス（株）、（株）牧野フライス製作
所、丸紅情報システムズ（株）、まんてんプロジェクト、三井精機工業（株）、（株）三井ハイテック、（株）ミツトヨ、三菱電機（株）、ミニター（株）、ミリヒルジャパン（株）、（株）本山合金製作所、（株）森精
機製作所　　  安田工業（株）、（株）ヤマシタワークス、（株）山本科学工具研究社、（株）ユー ロテクノ、ユキワ精工（株）、ヨシカワメイプル（株）、レニショー（株）
＜金型展＞　アイセル（株）、明石プラスチック工業（株）、イースタン技研（株）、（株）内山精工、（株）エナミ精機、遠州工業（株）、大垣精工（株）、沖縄県　　岐阜精機工業（株）、キヤノンモールド（株）、
（株）クリエイトダイス　　（株）サイベックコーポレーション、佐藤技研（株）、（株）三琇ファインツール、「次世代プレス金型研究所」（株）エルクード ウチダ製作所、（株）猩々精機、（株）新日本テック、（株）
鈴木、（株）ソルテック　　（株）タカノ、（株）タミーマシナリー、TSPプレシジョン（株）、（株）寺方工作所、友鉄工業（株）　　（株）長津製作所、日伸精機（株）、社団法人日本金型工業会　　（有）橋本工
業、（株）藤岡製作所　　（株）前田技研、（株）松野金型製作所、（株）三不二超硬　　ユニオン精機（株）、淀川精機（株）　　（株）ワンロード 
＜金属プレス加工技術展＞　アイダエンジニアリング（株）、アクア化学（株）　　（株）カサタニ、協同組合京都府金属プレス工業会、（株）神村製作所、コマツ産機（株）　　（株）最上インクス、（株）阪
口製作所、城山工業（株）、須河車体（株）、（株）セラ、（株）ゼロム、（株）そうぎょう 　　タイメック（株）、（株）タイヨーアクリス 　　社団法人日本金属プレス工業協会、日本電産キョーリ（株）　　（株）
樋口製作所、ヒルタ工業（株）、不二精工（株）　　（株）丸武部品、ミヤマ精工（株）、三吉工業（株）、（株）村元工作所、モルフィック（株）　　（株）山岡製作所 

＜INTERMOLD＞Asia Mold、China Die & Mould Industry Association(CDMIA)
China Council for The Promotion of International Trade Machinery Sub Council (CCPIT)、EURO Mold、Hunan Boyun-Dongfang Powder Metallurgy Co., Ltd.、Konfu 
Enterprise Co., Ltd.、Kunshan Greatloy Co., Ltd.、Lip Sheng Precision (Zhuhai) Co., Ltd.、METALEX、NingBo Bei Lun Juli Exactitude Mould Co., Ltd.、Toltec Engineering 
Co., Ltd.、Tianjin Yingchen Precision Tooling & Mould Co.,Ltd.、VARGUS Ltd.、Vision Tool & Mould、大連金型工業団地弁公室、大連衆力模具部件製造有限公司 
＜金型展＞Bestec Co., Ltd、BUCHEON INDUSTRY PROMOTION FOUNDATION、BUKWANG TECHNOLOGY CO., LTD、EVA Precision Industrial Holdings Limited、GTM 
Corporation、Hankuk Precision Co., Ltd、Hwasung Mold Co., Ltd、I&TECH Co.,Ltd、INSUNG ENPLA CO., LTD、JIN HYNG Ind.CO., LTD、JUKWANG precision CO., LTD、
Juyoung Hightec Co., Ltd、Kae Sung Co.,Ltd.、Korea Association For Die & Mold Inustry Development、Korea Die & Mold Industry Cooperative (KODMIC)、Korea 
Precision Co., Ltd、Kunshan Junshuo Mould Co., Ltd.、POSCO TMC CO., LTD、RAYMOLD CO.,LTD、Shinwon Electronics Precision Co., LTD、Sunplatech Co., Ltd.、Super 
Mold Technology Co., Ltd.、Suzhou International Economic-Technical Cooperation Co., Ltd.、TL.tek、WIDIN CO., LTD、Won Jin Industry CO.、YAWATA Korea Co., Ltd
＜金属プレス加工技術展＞ Ming Chiang Precision Co., Ltd.

＜INTERMOLD＞　INSいわて金型研究会、（株）アイゼン、愛知産業（株）、（株）アイピーエス、（株）秋篠金型研究所、（株）旭プレシジョン、アプライドデザイン（株）、（株）アマダ、（株）アマダマシ
ンツール、アルテック（株）、（株）アルプスツール、イスカルジャパン（株）、（株）イチグチ、伊藤忠マシンテクノス（株）（ハース オートメーション）、（株）イワタツール、インガソル･テグテック ジャパン
（株）、（株）industria、ヴェロ･ジャパン（株）、エィテーケィタカシノ（株）、（株）エイト、エスオーエル（株）、（株）SPIエンジニアリング、（株）NTTデータエンジニアリングシステムズ、（株）MSTコーポ
レーション、大石機械（株）、オーエスジー（株）、オープン･マインド･テクノロジーズ･ジャパン（株）、（株）岡本工作機械製作所、（株）オンワード技研　　カールツァイス（株）、（株）片桐製作所、（株）
金型新聞社、（株）カナック、カネテック（株）、（株）キーエンス、（株）キメラ、キヤノンマーケティングジャパン（株）、キャムタス（株）、京町産業車輌（株）、共和産業（株）、倉敷機械（株）、クレアフォーム
ジャパン（株）、（株）クロダ、（株）計算力学研究センター、神津精機（株）、広和エムテック（株）、（株）小坂研究所、コダマコーポレーション（株）、コニカミノルタセンシング（株）　　（株）斉藤金型製作
所、サイバネットシステム（株）、榮製機（株）、（有）ザ型屋ドットコム、（株）サンアイ精機、（有）サンエイ.モールド、三和商工（株）、（株）C&Gシステムズ、（株）CAEソリューションズ、（株）CGTech、
（株）ジーベックテクノロジー、（株）JSOL、ジェムス･エンヂニアリング（株）、（株）シギヤ精機製作所、システム･スリーアール日本（株）、次世代型航空機部品供給ネットワーク（OWO）、清水電設工
業（株）、（株）シルバーロイ、（株）ストルツコーポレーション、住商情報システム（株）、（株）スリーエー産業、西部電機（株）、（株）セイロジャパン、（株）セスクワ、（株）ゼネテック、（有）セラティジット
ジャパン、双和化成（株）、（株）ソディック、（株）ソディックプラステック、ソマックス（株）、Zoller Japan（株）　　ダイジェット工業（株）、大昭和精機（株）、（株）ダイワキコー、（株）田代鉄工所、ダッ
ソー･システムズ（株）、（株）タンガロイ、（有）ツールディスカバリー、TACC（株）、DSI International（有）、（株）データ･デザイン、テクノコート（株）、（株）テクノナカニシ、（株）テラバイト、（株）デル
キャム ジャパン、東京貿易テクノシステム（株）、東芝機械（株）、東洋研磨材工業（株）、（株）東洋プレシジョン、（株）トップ･シーエーイー　　（株）ナガセインテグレックス、中日本炉工業（株）、浪速
鉄工（株）、ナノコート･ティーエス（株）、ナノテック（株）、（株）ナノフィルムテクノロジーズジャパン、（株）奈良情報システム、（株）日刊工業新聞社、（株）日経BP社、日進工具（株）、日東工器（株）、日
本製紙クレシア（株）、日本特殊陶業（株）、日本スピードショア（株）、社団法人日本自動車部品工業会、ノガ･ジャパン（株）　　白銅（株）、（有）橋本工業、（株）橋本テクニカル工業、パンチ工業（株）、
ビーム（株）、日立金属（株）、日立ツール（株）、枚岡合金工具（株）、ファナック（株）、ファロージャパン（株）、（株）フォース、福田交易（株）、（株）不二越、（株）不二製作所、冨士ダイス（株）、双葉電子
工業（株）、ブラザー･スイスルーブ･ジャパン（株）、（株）ブルームLMT、ヘキサゴン･メトロジー（株）　　マーポス（株）、牧野フライス精機（株）、（株）牧野フライス製作所、丸紅情報システムズ（株）、
まんてんプロジェクト、三鷹光器（株）、（有）三井刻印、三井精機工業（株）、（株）ミツトヨ、三菱電機（株）、ミニター（株）、ミリヒルジャパン（株）、（株）森精機製作所　　安田工業（株）、山下電気
（株）、（株）ヤマシタワークス、（株）ユーロテクノ、ユキワ精工（株）、ユニオンツール（株）、ヨシカワメイプル（株）　　ルンキーメタルジャパン（株）、（有）鈴峰　　（株）YHB JAPAN、和田工業（株）
＜金型展＞　 アイセル（株）、明石プラスチック工業（株）、（有）アルフ、イースタン技研（株）、池上金型工業（株）、（株）イケックス、（株）伊藤製作所、ウィンデックス（株）、魚岸精機工業（株）、（株）打
田製作所、（株）内山精工、（株）エナミ精機、（株）エムアイモルデ、大垣精工（株）　　（株）柿生精密、樫山金型工業（株）、（株）カワマタテクノス、キヤノンモールド（株）、（株）クライムワークス、黒田
精工（株）、江南特殊産業（株）、（株）寿精密　　（株）サイベックコーポレーション、佐藤技研（株）、佐藤製型（株）、（株）狭山金型製作所、（株）三琇ファインツール、（株）塩入製作所、（株）猩々精機、
聖徳ゼロテック（株）、昭和精工（株）、（株）新日本テック、（株）鈴木、精技金型㈲、（株）ソルテック　　（株）ダイ精研、（株）タカノ、（株）田中金型製作所、（株）タミーマシナリー、（株）チバダイス、
TSPプレシジョン（株）、（株）テクノクラーツ、（株）寺方工作所、友鉄工業（株）、豊田精工（株）　　（株）長津製作所、（株）名古屋精密金型、（株）ニッパク、野田金型（有）　　（株）橋本テクニカル工
業、浜松部会若手会、（株）早川ダット工場、ファインテック（株）、ベントム工業（株）　　（株）松野金型製作所、ミツエモールドエンジニアリング（株）、（株）三不二超硬、（株）ムトウ、名神工業（株）、
（株）モルテック　　（有）吉中精工　　（株）ワンロード 
＜金属プレス加工技術展＞　 嗚呼、いいものあるね岡谷。、（株）アイエムアイ、アイダエンジニアリング（株）、（株）エスケイケイ、（株）大貫工業所、岡谷市・岡谷市金属連合会、岡谷熱処理工業（株）　
　（株）橘田生産工業所　　（株）阪口製作所、「次世代プレス金型研究所」（株）エルクード・ウチダ製作所、城山工業（株）、新世代加工システム（株）、須川工業（株）、（株）スギムラ精工、星光工業
（株）、（株）セラ、（株）ゼロム、（株）先端力学シミュレーション研究所、（株）ソーデナガノ　　タイメック（株）湘南工場、（株）豊島製作所、東京農工大学　　日本大学 生産工学部、日本電産キョーリ
（株）、日本フォーミング（株）　　（株）平出精密、ヒルタ工業（株）、不二精工（株）、（株）富士プレス、（株）プロキオン、（株）平安製作所、（株）ホクエイ　　（株）丸武部品、（株）三井三池製作所 精密
機器事業本部、ミヤマ精工（株）、三吉工業（株）、（株）村元工作所　　（株）山岡製作所、湯川王冠（株）
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＜INTERMOLD＞BEILUN JULI EXATITUDE MOULD CO.,LTD.、China Council for the Promotion of International Trade, Machinery Sub-Council、China Die & Mould Industry 
Association (CDMIA)、 Forwa Precise Plastic Mould Co.,Ltd、HUNAN BOYUN-DONGFANG POWDER METALLURGY CO.,LTD、HUNG-CHIEF STEEL MACHINE CO., LTD.、Jing 
Zhou Plastic Products (Shanghai) Co., Ltd.、KUNSHAN RONTEM M&D CO.,LTD.、LIP SHENG PRECISION (ZHUHAI) CO.,LTD、Ningbo Jinlong Electric Appliance Co.,Ltd.、
NINGBO SUNNY MOULD CO.,LTD、Pinpotech mold & plastic(s.z) co.,ltd、Shanghai Jinlong Mould Manufacture Co., Ltd.、SHANGHAI TAILEKOM PRECISION MOULD CO.LTD、
Shenzhen Jinzhou Precision Technology Corp、TAI SLD INDUSTRIAL CO., LTD.、大連金型工業団地弁公室
＜金型展＞ASPIC CO., LTD.、Bucheon lndustry Promotion Foundation、BUKWANG TECHNOLOGY CO.,LTD、D and E Co.,Ltd.、DAE SAN INDUSTRIAL CO., LTD.、Demat 
GmbH、DOWON MOLD CO.,LTD、Dynacast(Singapore)Pte Ltd.、Gwangju Association for Die & Mold Industry Development、ILBEOM CORPORATION、Insung Enpla Co., 
Ltd.、IPEC High Precision, Inc.、K2 LASER SYSTEM, Inc、Kae Sung Co.,Ltd.、Korea Die & Mold Industry Cooperative、MODEL SOLUTION、SHIN WON PRECISION MOLD 
CO.,LTD、Sun Platech Co.,Ltd、TECHNORISE Co., Ltd、TLtek Co., Ltd、  
＜金属プレス加工技術展＞Pengfei Metal & Mold Co.,L.td(PressField Metal Products(Shenzhen) Co.,L.td)、Schuler AG 

■注意！！
INTERMOLD2011/金型展2011ならびに金属プレス加工技術展2011は、2011年4月に
東京ビッグサイトにて開催を予定しておりましたが、同年3月に発生いたしました東日本大震災
の影響により開催中止となりました。掲載内容は予定しておりました概要となっております。
※参考資料として掲載しておりますので、予めご了承ください。

※2011年3月11日以前に出展予定であった企業を掲載しております。
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〈9〉連絡欄

フリガナ

氏名

住　　所 〒

所属部課

役　　職

〈2〉出展実務（連絡）担当者

FAX

E-mail

TEL

会社名 和文 印

英文

本社所在地
〒

〈1〉出展申込者
フリガナフリガナ

代表者 （役職） （氏 名）

TEL

URL http://

〈5〉小間形態の希望　＊4小間以上の場合のみご記入下さい。
単列 複列

申込日 ： 年　　月　　日

事務局使用欄
受 　 　 付

受 付 日

受付番号

請求内容 1 2 3
4 5 6
7 8 9

出展料金
請求書No. 請 求 日 入 金 日

出展申込書インターモールド振興会殿

出展料金（　×　）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

（税込）

支払予定期日Aタイプ Bタイプ
小間単価

〈4〉出展申込小間数および出展料金

年 月 日

支払期限 2011年12月26日（月）＜厳守＞

申込小間数 小間単価 申込小間数

￥

〈7〉主な出展物および製造業者名＊新規出展の場合は、会社案内と出展製品のカタログを必ず添付して下さい。

〈8〉上記内容より主要製品ジャンルをご記入下さい。＊会場レイアウトの参考とさせていただきます。

会 社 名出 展 物 生産国名

裏面記載の出展規程を遵守することを承諾し、下記の通り出展を申し込みます。

※控えとして必ずコピーをお取り下さい

印

開講を希望します

〈6〉セミナー開講希望（有料） ＊別途正式なセミナー開講申込書をご提出いただきます。

（例）マシニングセンタ、CAD/CAM

会 員
小間

（、は格価員会＊ 社）日本金型工業会の正会員のみに適用されます。

336,000円 409,500円

388,500円315,000円
一 般 小間

小間

小間
320,000円：出展料金＋16,000円：消費税

300,000円：出展料金＋15,000円：消費税

390,000円：出展料金＋19,500円：消費税

370,000円：出展料金＋18,500円：消費税

 〈3〉展示会種別　※出展する展示会にチェックを入れて下さい。

　※他社と共同出展する場合は、会社名とホームページアドレスを必ずご記入下さい。

□INTERMOLD　　□金型展

出展者によるプレゼンテーションセミナーの
開講を予定・検討している場合は
　印をご記入下さい。

〒540-0008 大阪市中央区大手前1-2-15（株）アイ・ティ・ピー内　TEL:06-6944-9911　FAX:06-6944-9912 E-mail : infoim2012@itp.gr.jpインターモールド振興会

＊本展示会ホームページにリンクするアドレスをご記入下さい。
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2012年4月18日（水）～21日（土）
インテックス大阪

主催：社団法人日本金型工業会・テレビ大阪
運営：インターモールド振興会

http://intermold.jp
出展の
ご案内

1．出展料金の請求と支払い
事務局が出展申込書の記載事項を確認の後、出展者に出展料金の請求
書を送付します。これに基づき、出展者は、2011年12月26日（月）まで
に出展料金全額を事務局指定の口座へ振込むものとします（お支払いは
銀行振込のみで、手形・小切手・直接現金でのお支払いは受け付けており
ません）。なお、出展料金を含め本展示会に関する全ての請求について
の振込手数料は出展者が負担するものとします。

5．小間の転貸等の禁止
出展者は、割り当てられた小間の全部または一部を第三者に譲渡・貸与
もしくは出展者相互において交換することはできません。

6．共同出展者の取り扱い
2社以上の会社が共同出展をする場合は、原則として1社が代表して申し
込むものとし、出展料金などの各請求をはじめとする事務局からの全ての
連絡は、申込者の実務担当者へのみ通知するものとします。
なお、共同出展する社名などを申込時に事務局へ通知するものとします。

8．出展物の管理と免責
主催者は、出展物の管理・保全について警備員を配置するなど会場全般
の管理・保全にあたりますが、出展物への天災、不可抗力、盗難、紛失な
どあらゆる原因により生じる出展物への損失または損害についてその責
任を負わないものとします。出展物、備品の管理は出展者の責任の下、万
全を期して行って下さい。

9．損害賠償
出展者は、出展者自身または出展者指定の業者などの代理人の不注意、
その他の理由により、展示会場設備または展示会建造物もしくは人身な
どに対して与えた一切の損害について責任を負うものとします。出展者
は保険へ加入するなど、十分な対策を講じて下さい。

11. 規程の遵守
出展者は本出展規程をはじめとする主催者が定める諸規程を遵守するこ
とに同意のうえ出展申込みをするものとし、この点において将来いかなる
時点においても一切の異議を申し立てないこととします。出展者は主催
者が定める全ての規程を本展および出展者の利益保護のためのものと
解釈し、その実行に協力するものとします。

10. 展示会開催の変更・中止
（1）主催者は、天災、その他の不可抗力により会期・会場を変更、展示規模
の縮小、または開催を中止することがあります。主催者は、これによって
生じた損害の補償や費用の増加、その他不利な事態に陥るなどに対する
責任を負わないものとします。なお、展示会開催を事前に中止した時は、
既納出展料金より既発生の費用を控除した残額の一部を返金します。

（2）出展申込みは、変更された会期等について有効とし、会期変更など
を理由として出展を取消すことはできません。

7．出展物および展示装飾に関する規制と撤去・搬出
(1)小間内の出展物および装飾物等が、後日事務局より通知される期日
内に撤去・搬出されない場合は、出展者の費用負担で、事務局により
撤去・搬出できるものとします。

(2)いかなる方法でも、近隣の小間の妨げとなる小間の造作はできないも
のとし、近隣小間の出展者から苦情がでた場合、事務局が展示会運営
上の立場から判断し、小間装飾などの変更が必要と判断した場合は、
当該小間の出展者はその変更に同意するものとします。この場合に発
生する費用は、出展者の負担とします。

(3)事務局は展示会開催趣旨・目的などの観点から問題があると思われる
出展物の展示や装飾に関して規制または撤去する権限を有するものと
します。この場合、事務局は出展者に対して輸送・展示費用などの負担
や出展料金などの返金について一切の責任を負わないものとします。

2．出展契約の成立時期
出展申込書に基づく出展契約の成立時期は、申込日に拘わらず事務局が
出展申込書を郵便又はFAXで受け取った時点とします。

4．小間位置の決定
(1)小間の位置は、出展物の内容、申込順位、出展実績、会場全般の構
成、実演の有無などを考慮して事務局が行い、出展者説明会時に通知
します。出展者は小間の割当について、苦情や出展取消等を申し出る
ことはできません。

(2)主催者は、消防法令上または出展者の展示効果向上のために小間図
面を変更し、それに伴い小間を再配置することができます。その際、出
展者は小間位置変更に関する損害賠償請求はできないものとします。

3．出展申込の取消（キャンセル）
(1)出展申込の取消または申込内容の変更は原則として認めませんが、
やむなく出展の取消もしくは申込内容の変更（出展小間数の一部キャ
ンセルなど）を行う場合には、その理由を明記した文書を事務局に提
出し、承諾を得て下さい。

(3)出展者が上記相当金額を支払っていないときは、取消通知後、直ちに
支払うものとします。出展者が既に支払った金額が上記相当金額を超
過している場合は、超過分を事務局より返金します。この場合、振込手
数料は出展者の負担とします。

(4)事務局は、次に該当する場合、出展者に対し、何らの予告無しに出展
を取消することができ、また、出展料金全額をお支払いいただきます。
この場合、事務局は当該場所を適切な方法で使用することができるも
のとします。

　 ①2011年12月26日（月）までに出展料金を完納しない場合
　 ②事前申告なしに搬入日の2012年4月17日12時までに小間の使用

を開始しない場合
　 ③出展規程および関連規程に記載の事項に違反し、事務局の催告に

よっても改善が認められない場合

(2)出展申込締切日の翌日（2011年12月1日）以降、やむなく出展の取
消もしくは申込内容の変更を行う場合には、その時期に応じて下記の
出展取消料をお支払い下さい。
なお、下表は事務局が出展者からの取消・変更通知書面を受領した日
を基準とします。

書面による取消・変更通知を受領した日      出展取消料

2011年12月1日～2011年12月31日 出展料金の50％

2012年1月1日～2012年1月31日 出展料金の75％

2012年2月1日以降 出展料金の100％

お問い合わせ

インターモールド振興会
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-2-15　株式会社アイ・ティ・ピー内
TEL：06-6944-9911　FAX：06-6944-9912　
E-mail:infoim2012@itp.gr.jp

主な出展規程
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